
支援先企業の概要
(注1)

・業種
・創業後年数（10年未満であれば○） ・企業規模（中小企業者(注2)に該当する場合には○） 〇

経営支援前の企業の状況

経営支援概要
＜当行の施策＞

＜当該企業の施策＞

経営支援後の企業の状況

多角化を進めてきた事業から撤退し、事業のコア事業に経営資源を集中し、不採算の事業
店舗を閉鎖することによる収益力改善を図ることとした。

再生計画策定を支援しており、企業価値を著しく毀損することなく事業継続している。

複合サービス事業

複合サービス事業

支援先はA事業とB事業の二種類の事業を営む企業である。事業多角化とB事業の県外出店
に失敗し、過剰債務に陥った。加えて、B事業の競争力が低下したことによりCFが低下。
結果として金融機関の返済圧力が高まり資金繰り悪化、経営改善が必要となったもの。

再生計画についてはメイン行が関与し、サブ行と地元メイン行である当行は、メイン行の
金融機関調整のサポート及び再生開始後の経営管理体制の構築支援を行った。財務面の支
援として、債権放棄・DESを伴う私的整理に同意し、かつ同意形成のための調整機能を
担った。また、再生支援後のガバナンス機能として減資後の新株主選定・経営諮問機能の
組織化といった支援を行った。人材も新経営陣として1名派遣し支援している。
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